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『 本 論 文 を ,日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会 機 関 誌 「 J o u r n a l  o f  

N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p y  (脳 神 経 血 管 内 治 療 )」 に 投 稿 す る に あ

た り ,筆 頭 著 者 ,共 著 者 に  よ っ て ,国 内 外 の 他 雑 誌 に 掲 載 な い し 投 稿

さ れ て い な い こ と を 誓 約 致 し ま す 。』  

 



 

 
 
 

和 文 要 旨  

【 目 的 】 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 で は 、 よ り 短 時 間 で 高 い 再 開 通 率 を

達 成 す る 事 が 重 要 で あ る 。 年 間 1 0 症 例 以 下 の l o w - v o l u m e  c e n t e rで は 、

習 熟 ま で の 回 数 が 短 く 、 再 開 通 率 が 良 好 な 治 療 機 器 の 選 択 が 重 要 で

あ る 。 現 在 使 用 可 能 な 3 種 類 の 血 栓 回 収 機 器 の 再 開 通 率 お よ び 再 開

通 ま で の 時 間 を 比 較 し 、 適 切 な 治 療 機 器 の 選 択 に つ い て 検 討 を 行 っ

た 。  

【 方 法 】 当 院 で M e r c iリ ト リ ー バ ー （ M R ） が 初 め て 使 用 さ れ た 2 0 1 2

年 2月 よ り 2 0 1 4年 8月 の 間 に 急 性 期 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 を 施 行 し た

1 9症 例 を 対 象 。 手 技 時 間 は ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル 留 置 か ら 再 開 通

ま で の 時 間 ( G R T )と し た 。  

【 結 果 】 M Rが 3 症 例 、 P e n u m b r aシ ス テ ム （ P S） が 1 1症 例 、 ス テ ン

ト リ ト リ ー バ ー （ S R） が 5 症 例 で あ っ た 。 T I C I  2 B以 上 の 再 開 通 を

得 た 症 例 は M Rで 0 %、 P Sで 3 6 . 3 %、 S Rで 1 0 0 %と 有 意 差 を 認 め た

( p = 0 . 0 0 9 )。 G R Tの 中 央 値 は M Rで 6 6分 、 P Sで 8 1 分 、 S Rで 2 2 分 と 有 意

差 を 認 め た ( p = 0 . 0 1 6 )。  

【 結 論 】 l o w - v o l u m e  c e n t e rに お け る 血 栓 回 収 機 器 と し て は ス テ ン ト

リ ト リ ー バ ー が 有 用 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

 

 

 



 

 
 
 

 

A b s t r a c t  

O b j e c t i v e s :   M e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  f o r  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  

n e e d s  t o  b e  a c h i e v e d  i n  t h e  s h o r t e s t  p o s s i b l e  w o r k f l o w  t i m e  a n d  w i t h  

a  h i g h  r e c a n a l i z a t i o n  r a t e .  T h e  s t e e p e r  l e a r n i n g  c u r v e  f o r  t h i s  

p r o c e d u r e  i s  e s s e n t i a l  n o t  o n l y  f o r  c o m p r e h e n s i v e  s t r o k e  c e n t e r s ,  b u t  

a l s o  f o r  l o w - v o l u m e  s t r o k e  c e n t e r s ,  i n  w h i c h  t h e  a n n u a l  n u m b e r  o f  

m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m i e s  i s  l e s s  t h a n  1 0  c a s e s .  We  r e t r o s p e c t i v e l y  

e v a l u a t e d  t h e  w o r k f l o w  t i m e s  a n d  s u c c e s s f u l  r e c a n a l i z a t i o n  r a t e s  o f  

t h r e e  t y p e s  o f  d e v i c e s  f o r  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m i e s ;  t h e  M e r c i  

R e t r i e v e r  ( M R ) ,  t h e  P e n u m b r a  S y s t e m  ( P S ) ,  a n d  t h e  S t e n t  R e t r i e v e r  

( S R ) .  We  c o n c o m i t a n t l y  a s s e s s e d  t h e  l e a r n i n g  c u r v e s  f o r  e a c h  d e v i c e  

i n  t h i s  p r o c e d u r e .    

M e t h o d s :   We  r e t r o s p e c t i v e l y  r e v i e w e d  1 9  p a t i e n t s  w h o  p r e s e n t e d  t o  

o u r  s t r o k e  c e n t e r  a n d  u n d e r w e n t  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  b e t w e e n  

F e b r u a r y  2 0 1 2  a n d  A u g u s t  2 0 1 4 .  T i m e  i n t e r v a l s  b e t w e e n  t h e  p l a c e m e n t  

o f  a  g u i d i n g  c a t h e t e r  a n d  r e c a n a l i z a t i o n  o r  f i n a l  a n g i o g r a p h y  ( g u i d e -

t o - r e c a n a l i z a t i o n  t i m e ;  G RT )  w e r e  c a l c u l a t e d  f r o m  t h e  t i m e - s t a m p e d  

i m a g e s .  

R e s u l t s :   T h r e e  c a s e s  w e r e  t r e a t e d  w i t h  M R ,  1 1  w i t h  P S ,  a n d  f i v e  

w i t h  S R .  S u c c e s s f u l  r e c a n a l i z a t i o n  r a t e  ( a s  i n d i c a t e d  b y  T h r o m b o l y s i s  

i n  C e r e b r a l  I n f a r c t i o n  s c a l e  g r a d e  2 B  o r  3 )  d e m o n s t r a t e d  a  

s t a t i s t i c a l l y  s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e  b e t w e e n  t h e  t h r e e  d e v i c e s  ( 0 %  i n  



 

 
 
 

M R ,  3 6 . 3 %  i n  P S ,  a n d  1 0 0 %  i n  S R ;  p  =  0 . 0 0 9 ) .  T h e  m e d i a n  G R T  w a s  

6 6 ,  8 1 ,  a n d  2 2  m i n u t e s  f o r  M R ,  P S ,  a n d  S R ,  r e s p e c t i v e l y ;  a  

s t a t i s t i c a l l y  s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e  w a s  n o t e d  b e t w e e n  t h e s e  g r o u p s  ( p  

=  0 . 0 1 6 ) .  

C o n c l u s i o n s :  T h e  u s e  o f  S R  i n  m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  f o r  a c u t e  

i s c h e m i c  s t r o k e  s e e m s  s u i t a b l e  f o r  t h e  l o w - v o l u m e  c e n t e r  b e c a u s e  o f  a  

s t e e p e r  l e a r n i n g  c u r v e  t h a n  t h e  o t h e r  t w o  d e v i c e s .  

 

 

緒 言  

脳 主 幹 動 脈 急 性 閉 塞 は 非 常 に 予 後 不 良 で あ る 1 ) 。 発 症 4 . 5 時 間 以

内 の 急 性 期 脳 梗 塞 で は ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 療 法 は 予 後 を 改 善 す る こ

と が 知 ら れ て い る が 2 ) 、 大 き な 血 栓 の 場 合 、 効 果 が 弱 く 、 主 幹 動 脈

近 位 部 の 再 開 通 率 は 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る 3 ) 。 血 栓 回 収 機 器 に

よ る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 は 、 ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 単 独 療 法 に 比 し

て 近 位 側 の 大 き な 血 栓 を 早 期 に 回 収 し 、 再 開 通 を 得 る こ と が で き る

利 点 が あ り 、 脳 主 幹 動 脈 急 性 閉 塞 症 に 対 し て ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 単

独 療 法 群 と 、 ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 療 法 に 血 管 内 治 療 に よ る 経 皮 的 脳

血 栓 回 収 療 法 を 追 加 し た 群 を 比 較 し た M R  C L E A N、 E X T E N D - I A、

E S C A P E 、 S W I F T  P R I M E、 R E VA C A S T と い っ た 臨 床 試 験 に お い て 、

経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 を 追 加 し た 群 の 方 が 治 療 成 績 良 好 で あ る こ と



 

 
 
 

が 報 告 さ れ 4 - 8 ) 、 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 は 本 邦 に お い て も 標 準 治 療

と な り つ つ あ る 。  

経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 を 含 め た 脳 血 管 内 治 療 に は 、 そ の 他 の 外

科 的 手 技 同 様 、 デ バ イ ス の 使 用 に 関 し て ラ ー ニ ン グ カ ー ブ が 存 在 す

る こ と が 報 告 さ れ て い る 9 ) 。 本 邦 で は 欧 米 に 比 し て 症 例 の 集 中 が 少

な く 、 そ の た め 、 直 達 手 術 や 脳 血 管 内 治 療 が 一 定 数 以 上 あ り 、 高 度

の 脳 卒 中 診 療 が 提 供 可 能 な 包 括 的 脳 卒 中 セ ン タ ー は 限 ら れ て お り 、

そ の 整 備 を 求 め ら れ て い る 1 0 ) 。 こ う し た 現 状 か ら 、 本 邦 で は 米 国

で 包 括 的 脳 卒 中 セ ン タ ー に 求 め ら れ る 年 間 1 0 症 例 以 上 の 経 皮 的 脳 血

栓 回 収 療 法 1 1 ) を 満 た す こ と が で き な い l o w - v o l u m e  c e n t e rで 加 療 さ れ

る 機 会 も 多 い と 考 え ら れ る 。 l o w - v o l u m e  c e n t e rで は 治 療 経 験 数 が 限

ら れ る た め に 、 習 熟 ま で の 回 数 が 短 く 、 再 開 通 率 が 良 好 な 、 つ ま り

ラ ー ニ ン グ カ ー ブ が 急 で あ る 治 療 機 器 の 選 択 が 特 に 重 要 で あ る と 思

わ れ る 。  

今 回 我 々 は 、 現 在 、 本 邦 に お い て 薬 事 承 認 さ れ て い る 脳 血 栓 回

収 機 器 で あ る 、 M e r c iリ ト リ ー バ ー （ C o n c e n t r i c  M e d i c a l ,  M o u n t a i n  

V i e w ,  C A ,  U S A ） 、 P e n u m b r aシ ス テ ム （ P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C A ,  

U S A） 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー で あ る S o l i t a i r e  F R（ C o v i d i e n ,  I r v i n e ,  

C A ,  U S A） の 初 期 治 療 経 験 を 後 方 視 的 に 解 析 し 、 デ バ イ ス ご と の 再

開 通 ま で の 時 間 、 再 開 通 率 、 さ ら に そ の 習 熟 の 経 過 を 検 討 し 、 よ り

適 切 な 治 療 機 器 の 選 択 に つ い て 考 察 を 行 っ た 。  

 

方 法  



 

 
 
 

 当 院 で M e r c iリ ト リ ー バ ー が 初 め て 使 用 さ れ た 2 0 1 2 年 2月 よ り 2 0 1 4

年 8月 の 間 に 、 原 則 と し て 発 症 8 時 間 以 内 の 脳 主 幹 動 脈 急 性 閉 塞 症 に

お い て 、 ア ル テ プ ラ ー ゼ の 経 静 脈 投 与 が 適 応 外 、 又 は ア ル テ プ ラ ー

ゼ の 経 静 脈 投 与 に よ り 血 流 再 開 が 得 ら れ な か っ た も の を 対 象 と し て

経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 を 施 行 し た 症 例 を 対 象 と し た 。 標 的 血 管 の 閉

塞 の 程 度 は T I C I 分 類 で 行 っ た 1 2 ) 。 再 開 通 の 成 功 は T I C I  2 B以 上 と し

た 。 各 デ バ イ ス の 治 療 時 間 に 関 し て は 、 血 管 撮 影 時 に 血 管 撮 影 装 置

に 記 録 さ れ る 時 間 を 用 い て 計 算 を 行 っ た 。 各 デ バ イ ス の 性 能 を 示 す 、

時 間 的 指 標 と し て は 、 症 例 毎 の ア ク セ ス 困 難 度 の ば ら つ き の 影 響 を

減 ら す た め に 、 ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル が 留 置 さ れ て か ら 再 開 通 ま

で の 時 間 も し く は 標 的 血 管 の 最 終 血 管 撮 影 ま で の 時 間  ( G u i d e  t o  

r e v a s c u l a r i z a t i o n  t i m e ;  G R T )  と し た 。 統 計 解 析 に は E Z R（ 自 治 医 科

大 学 附 属 さ い た ま 医 療 セ ン タ ー h t t p : / / w w w . j i c h i . a c . j p / s a i t a m a -

s c t / S a i t a m a H P . f i l e s / s t a t m e d . h t m l） を 用 い て 行 い 、 p < 0 . 0 5 を 統 計 学 的

有 意 と 判 断 し た 。  

 

結 果  

期 間 中 に 1 9症 例 に 対 し て 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 を 施 行 し た 。 年 齢 の

中 央 値 は 7 4 . 5 歳 ( i n t e r q u a r t i l e  r a n g e [ I Q R ]  6 6 . 2 5 - 7 8 . 7 5 ) 、 男 性 が 1 2例



 

 
 
 

で あ っ た 。 N I H S S の 中 央 値 は 1 9 （ I Q R  1 2 . 5 - 2 6） で あ っ た 。 7 例 で は

ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 療 法 が 先 行 し て 行 わ れ て い た 。 使 用 し た デ バ イ

ス は M e r c iリ ト リ ー バ ー が ３ 例 、 P e n u m b r aシ ス テ ム が 1 1例 、 ス テ ン

ト リ ト リ ー バ ー が ５ 例 で あ っ た 。 デ バ イ ス ご と の 患 者 背 景 を T a b l e  

1に 示 す 。 い ず れ の デ バ イ ス も 導 入 時 か ら の 症 例 で あ っ た 。 な お 、

本 シ リ ー ズ に お け る 術 者 は 複 数 で 、 少 な く と も 一 名 は J S N E T認 定 専

門 医 を 含 む チ ー ム で 行 っ た 。 M e r c i リ ト リ ー バ ー は 全 例 V シ リ ー ズ 、

P e n u m b r aシ ス テ ム で は 初 期 ２ 例 以 降 は M A X シ リ ー ズ を 用 い 、 6例 で

A D A P T法 を 併 用 し た 1 3 ) 。 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー は 5 例 す べ て

S o l i t a i r e  F Rを 用 い た 。   

 再 開 通 の 成 功 率 （ T I C I  2 b以 上 ） は M e r c iリ ト リ ー バ ー 群 で 0例

(０ ％ )、 P e n u m b r aシ ス テ ム 群 で 4 例 ( 3 6 . 3 % )、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー

群 で 5 例 ( 1 0 0 % )で あ り 、 統 計 学 的 有 意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 0 9 ;  F i s h e r の

正 確 検 定 )。 再 開 通 率 の 症 例 ご と の 推 移 を F i g u r e  1 に 示 す が 、 導 入 当

初 よ り ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー 群 で は 良 好 な 成 績 を 示 し て い る こ と が

示 唆 さ れ た 。  

 G R Tは 中 央 値 が M e r c iリ ト リ ー バ ー 群 で 6 6 分 、 P e n u m b r aシ ス テ ム

群 で 8 1分 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー 群 で 2 2 分 で あ り 、 統 計 学 的 有 意 差

を 認 め た ( p = 0 . 0 1 6 ;  K r u s k a l - W a l l i s検 定 )。 P o s t  h o c検 定 で は P e n u m b r a



 

 
 
 

シ ス テ ム 群 と ス テ ン ト  リ ト リ ー バ ー 群 に 有 意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 1 6 ;  

H o l mの 多 重 検 定 )。 G R Tの 症 例 ご と の 推 移 を F i g u r e  2に 示 す が 、 導 入

当 初 よ り ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー 群 で は 良 好 な 成 績 を 示 し て い る こ と

が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 導 入 最 初 期 の 3例 で は G R Tは 治 療 最 終 時 点 ま

で に 行 っ た 治 療 手 技 の 回 数 の 中 央 値 は M e r c iリ ト リ ー バ ー 群 で 3回 、

P e n u m b r a シ ス テ ム 群 で 3 回 、 ス テ ン ト  リ ト リ ー バ ー 群 で 1 回 で あ り 、

統 計 学 的 有 意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 3 3 ;  K r u s k a l - W a l l i s検 定 )。  

 

考 察  

 

 3種 類 の 血 栓 回 収 機 器 の 初 期 使 用 経 験 を 検 討 し た 本 研 究 に お い

て 、 T I C I  2 B以 上 の 再 開 通 成 功 率 は 各 機 器 間 で 有 意 差 を 認 め 、 ス テ

ン ト リ ト リ ー バ ー が 最 も 再 開 通 率 が 高 か っ た 。 ま た ス テ ン ト リ ト リ

ー バ ー は 導 入 初 期 よ り 再 開 通 率 が 高 か っ た 。 ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ

ル が 留 置 さ れ て か ら 再 開 通 ま で の 時 間 も し く は 標 的 血 管 の 最 終 血 管

撮 影 ま で の 時 間 ( G R T )に 関 し て は 各 機 器 間 で 有 意 差 を 認 め 、 ス テ ン

ト リ ト リ ー バ ー は 、 P e n u m b r aシ ス テ ム に 比 べ て 有 意 に 短 く 、 し か

も 導 入 初 期 よ り 短 い 傾 向 で あ っ た 。  

  M R  C L E A N 4 ) 、 E X T E N D - I A 5 ) 、 E S C A P E 6 ) 、 S W I F T  P R I M E 7 ) 、

R E VA C A S T 8 ) と い っ た 急 性 期 脳 梗 塞 に 対 す る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法

に つ い て 、 一 定 の 有 効 性 、 安 全 性 を 示 し た イ ン パ ク ト の あ る 複 数 の



 

 
 
 

臨 床 試 験 の 結 果 を 受 け 、 本 邦 に お い て も 新 た に 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療

法 の 導 入 を 検 討 し て い る 施 設 も 多 い と 予 想 さ れ る 。 新 た な 療 法 の 導

入 の 際 に は 、 よ り 早 期 に よ り 良 好 な 治 療 成 績 が 得 ら れ る い わ ゆ る ラ

ー ニ ン グ カ ー ブ が 急 で あ る 治 療 法 が 有 利 で あ る が 、 特 に 症 例 の 集 積

が 乏 し く 、 年 間 症 例 件 数 の 少 な い l o w - v o l u m e  c e n t e r が 多 い 本 邦 で は

そ の 傾 向 は 顕 著 で あ る と 考 え ら れ る 。 上 述 の 臨 床 試 験 に お い て 使 用

さ れ た 血 栓 回 収 機 器 は 、 主 に ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー で あ る が 、 本 邦

で は 、 先 行 し て 承 認 さ れ た M e r c iリ ト リ ー バ ー 、 お よ び P e n u m b r aシ

ス テ ム も 使 用 可 能 で 、 ど の シ ス テ ム を 使 用 す べ き か を 検 討 す る こ と

は 重 要 で あ る 。  

 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 で は 、 再 開 通 率 が 高 い デ バ イ ス で あ る こ と

が 求 め ら れ る 。 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー は M e r c iリ ト リ ー バ ー と の ラ

ン ダ ム 化 比 較 試 験 で あ る 、 S W I F T 1 4 ) お よ び T R E V O 2 1 5 ) に お い て M e r c i

リ ト リ ー バ ー に 比 し て 再 開 通 率 が 有 意 に 高 い こ と が 示 さ れ た が 、 ス

テ ン ト リ ト リ ー バ ー と P e n u m b r aシ ス テ ム の ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 は

渉 猟 し た 限 り 存 在 し な い 。 ま た 、 P e n u m b r aシ ス テ ム と M e r c iリ ト リ

ー バ ー の ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 も 同 様 で あ る 。 M e r c iリ ト リ ー バ ー 、

P e n u m b r aシ ス テ ム お よ び ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー の 治 療 成 績 の メ タ

解 析 1 6 ) で は T I M I 2 / 3も し く は T I C I 2 b / 3を 再 開 通 の 成 功 と し た 場 合 、

M e r c iリ ト リ ー バ ー で 5 9 . 1 %、 P e n u m b r aシ ス テ ム で 8 6 . 6 %、 ス テ ン ト

リ ト リ ー バ ー で 9 2 . 9 %で あ り 、 M e r c iリ ト リ ー バ ー に 比 し て 、

P e n u m b r aシ ス テ ム も し く は ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー の 再 開 通 率 は 高

か っ た 。 本 研 究 に お い て は 機 器 間 の 再 開 通 率 に 有 意 差 を 認 め た が 、



 

 
 
 

ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー が 最 も 再 開 通 成 功 率 が 高 か っ た 。 再 開 通 ま で

の 手 技 回 数 も 有 意 差 が あ り 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー が 最 も 回 数 が 少

な か っ た 。 文 献 的 に は P e n u m b r aシ ス テ ム も 高 い 再 開 通 率 が 得 ら れ

る と 報 告 さ れ て お り 、 解 離 が み ら れ た 。  

 迅 速 な 手 技 時 間 は 高 い 再 開 通 成 功 率 の み な ら ず 重 要 で あ る 。 既 出

の メ タ 解 析 1 6 ) で は 、 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 （ p u n c t u r e  t o  

r e c a n a l i z a t i o n  t i m e ;  P R T ） が M e r c iリ ト リ ー バ ー で 平 均 1 2 0 分 、

P e n u m b r aシ ス テ ム で 平 均 6 4 . 8分 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー で 平 均 5 4 . 7

分 で あ り 、 M e r c iリ ト リ ー バ ー に 比 し て 、 P e n u m b r aシ ス テ ム も し く

は ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー の P R Tは 短 か っ た 。 本 研 究 に お い て は 手 技

時 間 に 機 器 間 の 有 意 差 を 認 め 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー は P e n u m b r a

シ ス テ ム よ り 有 意 に 治 療 手 技 時 間 が 短 く 、 再 開 通 成 功 率 と 同 様 に 文

献 的 報 告 と 、 解 離 が み ら れ た 。  

 再 開 通 成 功 率 お よ び 手 技 時 間 に 関 し て 、 文 献 と 我 々 の 結 果 と の 間

に 解 離 が 両 者 に み ら れ た が 、 １ つ の 原 因 と し て 、 各 血 栓 回 収 機 器 の

ラ ー ニ ン グ カ ー ブ の 緩 急 が 異 な る こ と が あ げ ら れ る 。 本 研 究 で は 、

ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー シ ス テ ム は 導 入 初 期 よ り 高 い 再 開 通 成 功 率 お

よ び 迅 速 な 手 技 時 間 を 得 る こ と が で き て い る の に 比 し て 、 M e r c iリ

ト リ ー バ ー お よ び P e n u m b r aシ ス テ ム で は 導 入 初 期 の 成 績 は 良 好 で

は な い 。 P e n u m b r aシ ス テ ム で は 症 例 経 験 に よ り 、 再 開 通 率 は 徐 々

に 向 上 し 、 手 技 時 間 は 徐 々 に 短 く は な っ て い る が 、 当 初 よ り 成 績 良

好 な 、 つ ま り ラ ー ニ ン グ カ ー ブ が 急 で あ る ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー に

比 し て ラ ー ニ ン グ カ ー ブ が 緩 い と 考 え ら れ る 。  



 

 
 
 

 １ つ の 原 因 と し て シ ス テ ム プ ロ フ ァ イ ル の 大 き さ の 差 が 上 げ ら れ

る 。 高 齢 者 が 罹 患 す る こ と が 多 く 、 ア ク セ ス 困 難 が 予 想 さ れ る 急 性

脳 主 幹 動 脈 閉 塞 症 で は 、 シ ス テ ム の プ ロ フ ァ イ ル の 大 き さ は そ の デ

バ イ ス の ア ク セ シ ビ リ テ ィ ー に 直 接 影 響 し 、 と く に 手 技 時 間 に 影 響

を 与 え る 。 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー は 内 径 が 0 . 0 2 1も し く は 0 . 0 2 7イ ン

チ サ イ ズ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 血 栓 回 収 機 器 で あ る ス テ ン ト リ ト

リ ー バ ー の 誘 導 に 用 い る が 、 そ の サ イ ズ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 誘

導 は 通 常 脳 血 管 内 治 療 を 行 っ て い る 術 者 に と っ て は 慣 れ 親 し ん だ 手

技 で あ る 。 S W I F Tに お い て ラ ン ダ ム 化 す る 前 に 初 め て S o l i t a i r e  s t e n t

を 使 用 す る R o l l - i n 時 の 1 3症 例 と 、 そ の 後 の ラ ン ダ ム 化 し た あ と の

1 4 4症 例 の 治 療 成 績 を 比 較 す る と 1 7 ) 、 再 開 通 成 功 率 ( T I M I  2 / 3 ) に 有

意 差 を 認 め ず 、 発 症 時 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 に も 有 意 差 を 認 め な か

っ た 。 こ の 臨 床 試 験 に 参 加 し た 脳 血 管 内 治 療 医 は M e r c iリ ト リ ー バ

ー を 用 い た 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 に 経 験 豊 富 で あ る が 、 ス テ ン ト リ

ト リ ー バ ー は 未 経 験 で あ り 、 経 験 あ る 脳 血 管 内 治 療 医 に と っ て ス テ

ン ト リ ト リ ー バ ー に よ る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 療 法 は 経 験 初 期 よ り 良 好

な 成 績 を 示 す こ と が 報 告 さ れ て い る 。  

 一 方 P e n u m b r aシ ス テ ム は 、 ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー に 比 べ 、 必 要

と さ れ る 機 器 の p r o f i l eが 大 き い た め に 、 機 器 の 誘 導 に 習 熟 す る た め

に 工 夫 や 期 間 を 要 し 手 技 時 間 の 延 長 が 生 じ る の で は な い か と 思 わ れ

る 。 例 え ば 、 P e n u m b r a  5  M a x は 内 径 が 0 . 0 5 4 イ ン チ と 広 径 の 血 栓 回

収 吸 引 カ テ ー テ ル で あ り 、 途 中 の 血 管 分 枝 の 入 口 部 に 引 っ か か る

l e d g e  e f f e c tを 避 け る た め に 追 加 の イ ン ナ ー カ テ ー テ ル を 用 い る こ



 

 
 
 

と が 勧 め ら れ る と 報 告 さ れ て い る 1 8 ) 。 再 開 通 に 関 し て は 、

P e n u m b r aシ ス テ ム の 導 入 時 に は セ パ レ ー タ を 用 い て 血 栓 回 収 を 行

う こ と が 推 奨 さ れ て き た が 、 A D A P T法 が 有 効 で あ る こ と が 報 告 さ

れ 1 3 ) 、 本 研 究 で も 1 1例 中 6 例 で 行 っ て い る 。 し か し 治 療 法 の 変 更 に

よ り 、 再 度 、 習 熟 ま で の 期 間 を 要 す る こ と に な り ラ ー ニ ン グ カ ー ブ

を 緩 め た 可 能 性 も あ る 。  

 本 研 究 で は 、 単 一 施 設 の 後 ろ 向 き 検 討 で あ り 、 症 例 数 も 少 な い

こ と が 問 題 点 と し て あ げ ら れ 、 今 後 症 例 の 蓄 積 が 必 要 で あ る 。 ス テ

ン ト リ ト リ ー バ ー に 関 し て 、 8 3 症 例 の 手 技 時 間 （ C T撮 像 か ら 再 開

通 ま で の 時 間 ） の 検 討 1 9 ) で は 最 後 の 2 5例 は 初 期 の 2 5例 に 比 べ て 有

意 に 手 技 時 間 が 短 縮 す る こ と が 報 告 さ れ て お り 、 ラ ー ニ ン グ カ ー ブ

は 急 で あ る も の の 、 今 後 の 症 例 の 経 験 の 蓄 積 に よ り 更 な る 手 技 時 間

の 短 縮 が 期 待 さ れ る と 思 わ れ る 。  

 ま た 、 検 討 期 間 で 使 用 可 能 な デ バ イ ス が 異 な る と い っ た 問 題 も

あ る 。 例 え ば ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー に 関 し て も 検 討 期 間 で は

S o l i t a i r e  F Rの み が 用 い ら れ て お り 、 T r e v o  P r o V u e（ S t r y k e r ,  

K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A） が 使 用 さ れ て い な い 点 が あ り 、 ス テ ン ト リ ト

リ ー バ ー 全 般 に つ い て 述 べ る に は 限 界 が あ る と 思 わ れ る 。 さ ら に 、

現 在 使 用 可 能 な P e n u m b r a  A c e（ P e n u m b r a） も 使 用 さ れ て い な い 。 今

後 様 々 な デ バ イ ス の 進 歩 が 期 待 さ れ 、 そ れ に 伴 い 手 技 時 間 の 短 縮 お

よ び 治 療 成 績 が 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  



 

 
 
 

 い ず れ に せ よ 本 研 究 は 、 症 例 数 が 少 な い も の の 、 今 後 脳 血 栓 回 収

療 法 を 導 入 し よ う と 考 え る 施 設 に と っ て は 有 用 な 資 料 と な り う る と

考 え ら れ る 。  

 

結 語  

 

本 研 究 に お い て ス テ ン ト リ ト リ ー バ ー が 高 い 再 開 通 成 功 率 、 短 い 再

開 通 ま で の 時 間 、 さ ら に そ れ ら が 初 期 段 階 か ら 得 ら れ る こ と か ら 、

我 々 の 限 ら れ た 経 験 で は あ る も の の 、 ラ ー ニ ン グ カ ー ブ が 最 も 急 で

あ る こ と が 考 え ら れ た 。 症 例 集 積 が 少 な く 、 l o w - v o l u m e  c e n t e rで の

加 療 の 機 会 が 多 い 本 邦 の 現 状 に お い て は 、 初 期 導 入 時 の 血 栓 回 収 機

器 と し て は 適 切 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

利 益 相 反 の 開 示  

筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い .  
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図 の 説 明  

 

F i g u r e  1  

T r e n d s  o f  r e c a n a l i z a t i o n  r a t e s  i n  T I C I  g r a d e  o f  e a c h  t h r e e  d e v i c e s .  

T I C I ;  t h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  

 

F i g u r e  2  

T r e n d s  o f  w o r k f l o w  t i m e  o f  e a c h  t h r e e  d e v i c e s .  

G RT ;  g u i d e  t o  r e v a s c u l a r i z a t i o n  t i m e .  



Table 1 

Baseline characteristics of the patients in each group 

Values are the mean ± SD or number (%) of patients. 

ASPECT, Alberta Stroke Program Early CT score; DWI, diffusion-weighted imaging; 

ICA, internal carotid artery; M1, first segment of middle cerebral artery; M2, second 

segment of middle cerebral artery; NIHSS, National Institutes of Health Stroke Scale 

Characteristics Merci 

N=3 

Penumbra 

N=11 

Stent 

 N=5 

P value 

Age (years) 76.0±2 69.9±9.4 77.6±9.9 0.371 

Male (% of patients) 2 (66.7) 7 (63.6) 3 (60.0) 1.000 

NIHSS 18.7±7.5 19.4±9.1 18.2±9.3 0.866 

DWI-ASPECT 4.3±1.2 6.0±2.1 6.4±3.5 0.549 

Intravenous 

thrombolysis (% of 

patients) 

1 (33.3) 3 (27.3) 3 (60.0) 0.666 

Target occlusion 

location 

    

Cervical ICA 0 1 0  

Carotid Terminal 2 3 2  

M1 1 4 2  

M2 0 3 1  



Fig.1 

 

 

 

  



Fig.2 
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